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整 理 番 号  2017Ｐ-158 

補助事業名  平成29年度 老人福祉施設の補修 補助事業 

補助事業者名  社会福祉法人 慶寿会 

 

１ 補助事業の概要 

（１）事業の目的 

１、施設が必要とする補修を行うことにより、あらゆる災害（地震・火災・風水害）・

事故を回避し、福祉ニーズに柔軟に対応する地域の拠点として存続・認知され

ること。 

２、入居利用中の本人はもちろん、そのご家族が不安なく生活できる（預けること

ができる）施設であることを維持すること。 

３、補修にあたって経済的な支援を受けることで、事業者の健全経営、安定運営が

継続的にできること。 

 

（２）実施内容 

  老人福祉施設の補修 (http://chigasaki-keijukai.com/katorea/) 

カトレアホームは開設から38年が経過しました。施設の老朽化に伴う大規模補修が

毎年の課題となっています。特に屋上防水工事及び付帯工事（塗装）は「安心して

暮らせる施設」であるために、優先順位の高い補修と認知しており、10年前にも同

様の工事を行っています。前回「温室」があったために施行できなかった箇所も含

めて全面シート防水を行うことで耐久性を高め、同時に付帯工事として塗装補修を

することで施設の景観美を取り戻すための事業として実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

正面玄関                 ２F屋根防水（完成） 
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１F 屋根防水（完成） 

 

２ 予想される事業実施効果 

 直接的な効果としては、自然災害による影響を最小限に止めることができると考

えています。これは施設を「生活の場」（ご本人はもちろん、預けていただいてい

るご家族にとっても）や「就労の場」とする人にとって大きな安心となると考え

ます。また、今回の補修により景観美を回復することで、新規利用を希望（検討）

する方に対しても大きなアピールとなります。施設は38年が経過し、老朽化は進

んでいます。しかし、必要かつ要望に応じて補修を加えていくことで、状態維持

を図っていくことができると考えます。長く地域に根差した事業運営を図ってき

たこれまでの実績が、これから先も継続し、地域の福祉拠点として住民から高い

期待が寄せられることはもちろん、地域が必要とする社会資源の開発の一助にな

れると考えます。 

 

３ 補助事業に係わる成果物 

   本事業に係わる印刷物等 

『カトレア通信』(秋号)（施設広報誌） 

(http://chigasaki-keijukai.com/katorea/images/stories/PDF/2017magazine-a

utum.pdf/) 

 

４ 事業内容についての問い合わせ先 

団 体 名： 社会
ｼ ｬ ｶ ｲ

福祉
ﾌ ｸ ｼ

法人
ﾎ ｳ ｼ ﾞ ﾝ

 慶
ｹ ｲ

寿会
ｼ ﾞ ｭ ｶ ｲ

 

住   所： 〒２５３－００８１ 

神奈川県茅ケ崎市下寺尾１８３５－２ 

代 表 者： 理事長 小笹慶資
ｵ ｻ ﾞ ｻ ﾖ ｼ ｽ ｹ

 

担 当 者 名： 施設長 青柳
ｱ ｵ ﾔ ｷ ﾞ

雅之
ﾏ ｻ ﾕ ｷ

 

電 話 番 号： ０４６７－５２－８７１１ 

F A X： ０４６７－５２－８７１２ 

E - m a i l： kattleya_home＠chigasaki.jp 

U R L： http://chigasaki-keijukai.com/katorea/ 
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